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第39号

　「話せばわかる…」
　山陽本線庭瀬駅に降り立ち、北西へ2キロほど歩くと、「憲政の神様」と言われた犬養 毅（木堂）の生
家があります。昭和6（1931）年、76歳で第29代内閣総理大臣となり、翌年5月15日、首相官邸で
海軍青年将校らの凶弾に倒れました。「話せばわかる…」の言葉を残して…。

　昭和20（1945）年後半、吉備小学生だった私は、この生家によく遊びに行っていました。
　古い畳の部屋、歩くとギシギシ音をたてる床、大きな深い井戸、その隣には桑の木があり、崩れかけた塀のそばに鶏小屋も
ありました。今は修理されて大庄屋風の風格をなす建物となっています。また、生家から小川を渡った隣地に木堂記念館があ
ります。平和を愛した偉大な政治家の遺徳をしのぶにふさわしい遺品の数々が展示されています。その中のひとつ、書の「恕

（じょ）」にひきつけられました。
　「恕」は、愛孫道子さんのために書かれた教えの言葉です。この字につづいて木堂翁が生い立ちや思いを書いています。『人を
思いやる気持ち、この気持ちをもって人とつきあってもらいたい。
この心が「恕」という言葉である』と。政治家としてのきびしさ
の中にも、人に対するあたたかくやさしい心が伝わります。
　「恕」には、人に対する思いやりと、広い心で人を受け入れる
という意味があります。まさに民生委員・児童委員の精神に通
ずる言葉ではないでしょうか。
　訪れる度に、ひとつの文字「恕」は、私の心の奥深く入り込
んできました。生きていく中、つまずいたり、くじけたりした時、
強く、しなやかに生きていきなさいと勇気づけてくれる一字に
感じました。
　みなさんも木堂記念館を訪れ、この書とむきあってみてはい
かがでしょうか。

北区　吉備地区　会長　佐藤　韶子

済世

この広報誌は、共同募金配分金の一部をつかって作成しています。

北区川入にある犬養木堂記念館（庭のもみじは春に赤い新芽が芽吹く）

「恕」（犬養木堂記念館所蔵）

ありし日の犬養木堂（犬養木堂記念館所蔵）

（
衛
霊
公
第
十
五
）
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十
月
二
十
九
日
、岡
山
市
民
会
館
に
て
、

市
内
全
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一

堂
に
会
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度 

岡
山

市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会 

岸
本
俊
男
会
長
か
ら
、「
大
正

六
年
、
当
時
の
笠
井
信
一 

岡
山
県
知
事

に
よ
っ
て
民
生
委
員
制
度
の
源
と
言
わ
れ

る
済
世
顧
問
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成

二
十
九
年
に
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ

に
あ
た
り
、
昨
年
十
二
月
の
一
斉
改
選
か

ら
は
じ
ま
っ
た
こ
の
三
年
間
の
任
期
を
、

民
生
委
員
制
度
の
本
質
に
思
い
を
巡
ら

せ
、
そ
の
原
点
に
立
ち
返
り
な
が
ら
、
一

層
活
動
を
推
進
し
て
い
く
三
年
間
と
し
よ

う
」
と
、
会
場
の
参
加
者
に
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

横
山
忠
弘 

岡
山
市
副
市
長
、
岡
山
市

社
会
福
祉
協
議
会 

内
田
通
子
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
岡
山
市
議
会 

則
武
宣
弘
議
長
、

岡
山
市
民
生
委
員
推
薦
会 

池
田
太
郎
委

員
長
の
祝
辞
に
つ
づ
き
、永
年
に
わ
た
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
尽
く
さ
れ

た
十
三
名
の
方
々
と
、
活
動
の
優
秀
な
六

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
岡
山
市
長
感
謝
状�

　

芥
子
山
地
区　

丸
尾　

嘉
博

●
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

（
永
年
勤
続
）

　

上
道
地
区　
　

寳
藏　

史
朗

（
永
年
勤
続
地
区
会
長
・
副
会
長
）

　

上
道
地
区　
　

寳
藏　

史
朗

　

西
大
寺
南
地
区　

光
岡　
　

勝

（
優
良
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

　

三
門
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

一
宮
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

富
山
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

可
知
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

妹
尾
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

小
串
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

●
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰�

津
島
地
区　
　

長
田　

民
子

津
高
地
区　
　

片
山　

忠
正

三
勲
地
区　
　

藤
原　

靖
子

平
井
地
区　
　

光
延　

弘
雅

平
井
地
区　
　

那
須　

和
夫

高
島
地
区　
　

宮
川　

昌
子

可
知
地
区　
　

岸
本
ま
す
み

妹
尾
地
区　
　

眞
野　

健
二

福
浜
地
区　
　

江
口　

啓
子

　

平
福
地
区　
　

中
川
美
喜
江

表
彰
受
賞
者

　

平
成
二
十
六
年
度

　
　

岡
山
市
民
生
委
員
・　
　

　

         
児
童
委
員
大
会
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つ
づ
い
て
、
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会 

髙
山
学
副
会
長
が
大
会
宣
言

を
読
み
上
げ
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

民
生
委
員

制
度
の
源
と

な
っ
た
済
世

顧
問
制
度
の

創
設
か
ら
百

年
に
な
ら
ん

と
し
て
い
る

今
日
、
こ
れ

ま
で
に
な
い

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
と
核
家
族
化
、
不

安
定
な
経
済
・
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
以
前

の
よ
う
な
家
族
・
地
域
に
お
け
る
相
互
扶

助
は
、
ま
す
ま
す
困
難
な
も
の
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
人
々
は
地
域
で
、
生
活
上

の
困
難
を
い
く
つ
も
抱
え
な
が
ら
容
易
に

孤
立
に
陥
り
、
と
く
に
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
間
に
広
が
る
貧
困
は
、
私
た
ち

の
社
会
に
大
き
な
暗
雲
を
立
ち
込
め
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に
お
い
て
、
戦

中
・
戦
後
の
困
難
な
歴
史
を
く
ぐ
り
抜
け
、

連
綿
と
つ
づ
い
て
き
た
民
生
委
員
制
度
の

本
質
に
思
い
を
馳
せ
、
原
点
に
立
ち
返
り

な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
改
め
て
地
域
を
歩
き
、
課
題
を
抱

え
る
人
々
の
支
え
と
な
り
、「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
」
の
再
構
築
に
力
を
尽
く
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
岡
山

県
で
済
世
顧
問
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
来

の
伝
統
と
社
会
奉
仕
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
、
今

後
よ
り
一
層
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
こ
こ

に
宣
言
し
ま
す
。

　

大
会
宣
言
の
後
、
災
害
時
要
援
護
者
支

援
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

富
山
・
可
知
両
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
か
ら
、
実
践
事
例
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
［
富
山
］
連
合
町
内
会
ほ
か
地
域
の
各

種
団
体
と
連
携
し
、
災
害
時
要
援
護
者
の

登
録
と
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
に

あ
た
る
援
護
委
員
の
任
命
を
行
う
と
と
も

に
援
護
委
員
研
修
を
実
施
。

　
［
可
知
］
地
域
の
町
内
会
と
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
マ
ッ
プ
、
避
難
経
路
等

を
示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
、
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り
組

む
。

   

　

記
念
講
演
で
は
、「
こ
ど
も
の
貧
困
と

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

題
し
て
、
幸
重
社
会
福
祉
士
事
務
所
代
表

で
滋
賀
県
教
育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
幸
重
忠
孝
さ
ん
に
、

子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
と
、
地
域
で
実
践

し
て
き
た
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
の
子
ど
も
の
六
人
に
ひ
と

り
が
貧
困
家
庭
で
育
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
言
う
貧
困
と
は
、
今
日
食
べ
る
も
の
が

な
い
と
い
う
「
絶
対
的
貧
困
」
で
は
な
く
、

国
民
を
所
得
順
に
並
べ
て
、
真
ん
中
の
順

位
の
人
の
半
分
未
満
の
所
得
し
か
な
い
と

い
う
「
相
対
的
貧
困
」
で
す
。
貧
困
家
庭

で
育
つ
子
ど
も
は
、
教
育
、
遊
び
、
社
会

体
験
な
ど
で
多
く
の
機
会
が
得
ら
れ
ず
、

可
能
性
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
関
わ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
夜
を

ひ
と
り
で
過
ご
す
子
ど
も
を
対
象
に
、
学

生
サ
ポ
ー
タ
ー
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
夜
九

時
ま
で
過
ご
す
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
、

宿
泊
し
て
翌
日
学
校
ま
で
送
り
届
け
る
ナ

イ
ト
ス
テ
イ
な
ど
に
取
り
組
み
、「
誰
か

と
過
ご
す
」
と
い
う
子
ど
も
に
と
っ
て
当

た
り
前
の
夜
の
時
間
を
提
供
し
ま
し
た
。

自
分
の
こ
と
を
見
て
く
れ
る
大
人
が
そ
ば

に
い
る
と
、
子
ど
も
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を

頑
張
れ
ま
す
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
し

て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
に
は

民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
み
な

さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
地

域
の
方
々
の
協

力
が
必
要
で

す
。

大
会
宣
言

事
例
発
表

記
念
講
演
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岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

東
区
事
務
所
　

�

松
原
　
智
一

　

平
成
二
十
六
年
度
よ
り
、
東
区
福
祉

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
事
務

局
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

東
区
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
で
は
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
総
会
、

代
表
者
会
議
、
全
員
研
修
、
視
察
研
修

が
あ
り
、
ま
た
、
協
議
会
内
の
部
会
、

地
域
福
祉
推
進
部
と
主
任
児
童
委
員
部

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
役
員
会
、
研
修
会
、

視
察
研
修
等
と
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

事
務
局
で
は
、
会
議
室
の
確
保
や
案

内
文
書
の
送
付
、
出
欠
の
取
り
ま
と
め
、

研
修
会
の
講
師
依
頼
、
資
料
作
成
な

ど
の
事
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

何
分
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
東
区
福
祉
区
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会 

松
井
会
長
を
は
じ

め
と
し
た
役
員
の
方
々
、
そ
し
て
東
区

福
祉
事
務
所
の
安
部
所
長
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
何
と
か
こ
な
し

て
い
ま
す
。

　

事
務
局
を
お
引
き
受
け
し
た
こ
と

で
、
会
議
や
研
修
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
方
々
と
お
話
し
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
相
談
を
受
け
た
り
、
情
報
を
い

た
だ
く
な
ど
、
つ
な
が
り
が
増
え
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
絆
を
深
め
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
が
一
層
充
実
す
る
た
め

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
社
会
福
祉
協
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
事
務
局
を
担
っ
て

�

南
区
西
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

�

会
長
　
小
銭
　
純
宏

　

十
一
月
十
二
日
、
こ
れ
ま
で
主
任
児
童

委
員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
子
ど

も
へ
の
虐
待
防
止
を
広
報
・
啓
発
す
る
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
趣
旨
の
下
、
は
じ
め
て
合
同
で

行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
南
区
灘
崎
地
区
の
ス
ー
パ
ー

に
て
、
来
店

さ
れ
た
地
域

住
民
の
方
々

に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配

布
し
、
理
解

と
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト
な
だ
さ

き
に
て
、
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
阪
市
西
成
区
に
あ
る
児
童
館

「
こ
ど
も
の
里
」
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。「
こ
ど
も
の

里
」
は
日
雇
い
労
働
者
が
集
ま
る
あ
い
り

ん
地
区
に
あ
り
、
遊
び
場
が
な
い
子
ど
も

た
ち
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
た

ち
が
緊
急
避
難
し
て
一
定
期
間
生
活
で
き

る
場
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
困
難
な
環
境
に
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
が
親
を
思
う
気
持
ち
は
強
く
、
そ

の
思
い
は
尊
い
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を

理
解
す
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
っ
て
い
く
た
め
に
は
親
に
対
す
る
支

援
も
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
つ
づ
い
て
、
岡
山
市
こ
ど
も
福

祉
課 

土
井
課
長
補
佐
か
ら
岡
山
市
の
児

童
虐
待
の
現
状
報
告
、
長
壽 

主
任
児
童
委

員
部
部
長
か
ら
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
由
来
な
ど

の
説
明
を
い
た
だ
き
、最
後
に
全
員
で
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
づ
く
り
」
を
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
全
員
で
子
ど
も

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
全
員
が
協
力

し
て
子
ど
も
へ
の
虐
待
防
止
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉

区
の取り

組
み１

　
●
●
● 

南
区
西
福
祉
区 

●
●
●�

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＆

　
　
　
　
　

主
任
児
童
委
員
合
同
研
修

岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、福
祉
事
務
所
の
所
管
区
域
ご
と
に
「
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
を
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
区
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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�

中
区
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

�

地
域
福
祉
推
進
部
　
本
澤
美
夜
子

　

私
た
ち
の
地
域
福
祉
推
進
部
で
は
、
多

様
化
す
る
福
祉
課
題
に
つ
い
て
知
識
を

得
、
今
後
の
活
動
に
活
か
す
た
め
、
こ
れ

ま
で
高
齢
者
や
精
神
障
害
の
問
題
に
つ
い

て
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
研

修
す
る
た
め
、
十
一
月
に
中
区
平
井
に
あ

る
県
立
成
徳
学
校
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

成
徳
学
校
は
、
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も

自
身
の
問
題
や
養
育
環
境
の
問
題
な
ど

に
よ
り
、
家

庭
や
学
校
な

ど
に
う
ま
く

適
応
で
き
ず
、

生
活
上
の
指

導
等
を
要
す

る
子
ど
も
が

入
所
し
、
社

会
的
に
自
立

し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
支
援
す
る
児
童

自
立
支
援
施
設
で
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
に
あ
り
、
家
庭
と
学
校
の

機
能
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
ま
す
。

　

三
木
副
校
長
夫
妻
か
ら
施
設
概
要
や
入

所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
生
活
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

成
徳
学
校
は
、
明
治
二
十
一
年
に
感
化

院
と
し
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年
に

児
童
福
祉
法
の
施
行
に
よ
り
救
護
院
と
な

り
、
平
成
十
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に

よ
り
児
童
自
立
支
援
施
設
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
二
十
一
年
か
ら
、入
所
す
る
小
・

中
学
生
の
就
学
を
保
障
す
る
た
め
、
施
設

内
に
岡
山
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
、
岡
山
市

立
平
井
小
学
校
分
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

訪
問
時
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
あ

わ
せ
て
五
十
七
名
の
子
ど
も
た
ち
が
施
設

内
に
六
つ
あ
る
「
家
庭
舎
」
に
分
か
れ
て

入
所
し
て
い
ま
し
た
。
家
庭
舎
で
は
、
住

み
込
み
の
寮
長
夫
婦
ら
と
あ
た
た
か
い
家

庭
の
雰
囲
気
を
大
切
に
し
な
が
ら
日
常

の
生
活
を
共
に

し
、
そ
の
中
で

望
ま
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ

け
、
地
域
社
会

の
中
で
自
立
し

た
社
会
人
と
な

る
よ
う
支
援
し

ま
す
。
こ
う
し

た
運
営
は
『
小
舎
夫
婦
制
』
と
言
い
、
全

国
で
も
数
少
な
い
運
営
形
態
で
す
。
副
校

長
夫
妻
は
、
家
庭
舎
で
三
十
年
以
上
子
ど

も
た
ち
と
生
活
し
、
ご
自
身
の
四
人
の
子

ど
も
も
、
同
じ
家
庭
舎
で
育
て
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

副
校
長
夫
妻
の
居
室
の
ド
ア
は
い
つ
も

開
け
っ
放
し
で
出
入
り
自
由
。
こ
の
よ
う

に
疑
似
家
族
の
営
み
を
通
じ
て
情
緒
の
安

定
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
で
の
生
活

が
後
に
家
庭
を
も
っ
た
時
に
少
し
で
も
活

か
さ
れ
た
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
成
長
期
の
一
時
を
あ
た
た
か
い
方

た
ち
に
見
守
ら
れ
生
活
で
き
る
こ
と
は
心

の
糧
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
見
学
の
途
中
、
ち
ょ
う
ど
、
昼
食

の
た
め
に
家
庭
舎
に
戻
る
子
ど
も
た
ち
と

出
会
い
ま
し
た
。
礼
儀
正
し
く
、
イ
キ
イ

キ
と
し
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

東
区
事
務
所
　

�

松
原
　
智
一

　

平
成
二
十
六
年
度
よ
り
、
東
区
福
祉

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
事
務

局
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

東
区
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
で
は
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
総
会
、

代
表
者
会
議
、
全
員
研
修
、
視
察
研
修

が
あ
り
、
ま
た
、
協
議
会
内
の
部
会
、

地
域
福
祉
推
進
部
と
主
任
児
童
委
員
部

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
役
員
会
、
研
修
会
、

視
察
研
修
等
と
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

事
務
局
で
は
、
会
議
室
の
確
保
や
案

内
文
書
の
送
付
、
出
欠
の
取
り
ま
と
め
、

研
修
会
の
講
師
依
頼
、
資
料
作
成
な

ど
の
事
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

何
分
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
東
区
福
祉
区
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会 

松
井
会
長
を
は
じ

め
と
し
た
役
員
の
方
々
、
そ
し
て
東
区

福
祉
事
務
所
の
安
部
所
長
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
何
と
か
こ
な
し

て
い
ま
す
。

　

事
務
局
を
お
引
き
受
け
し
た
こ
と

で
、
会
議
や
研
修
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
方
々
と
お
話
し
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
相
談
を
受
け
た
り
、
情
報
を
い

た
だ
く
な
ど
、
つ
な
が
り
が
増
え
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
絆
を
深
め
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
が
一
層
充
実
す
る
た
め

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
社
会
福
祉
協
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

福
祉

区
の取り

組
み２

　
●
●
● 

中
区
福
祉
区 

●
●
●�

地
域
福
祉
推
進
部 

成
徳
学
校
で
の
研
修

　

こ
こ
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
十
八

歳
ま
で
で
す
。
社
会
に
出
た
時
き
び
し
い

現
実
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
、
支
援

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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北
区
　
御
津
地
区
　
戸
田
　
元
宣
　

　

平
成
二
十
六

年
十
月
二
十
三

日
～
二
十
四
日
、

平
成
二
十
六
年

度
第
八
十
三
回

全
国
民
生
委
員
・

児
童
委
員
大
会

が
和
歌
山
県
和

歌
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
約
三
千
五
百
名
の
参
加
者
で

会
場
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
熱
気
で
し
た
。

　

大
会
は
地
元
和
歌
山
に
伝
わ
る
、
紀

州
雑
賀
鉄
砲
・
黒
潮
躍
虎
太
鼓
の
競
演

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

堀

江
正
俊
会
長
の
式
辞
、
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
等
の
式
典
に
つ

づ
き
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
立

木
早
絵
氏
の
講
演
と
演
奏
「
さ
ら
な
る
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
」
で
は
、
病
気
の
た
め

二
歳
で
失
明
し
、
そ
れ
で
も
津
軽
海
峡
横

断
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
登
頂
に
次
々
と
挑
戦
す
る
前
向
き
で
ひ

た
む
き
な
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
十
の
活
動
交
流
集
会
で

熱
心
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
「
生
活
困
窮
世
帯
の
相
談
支
援
活
動

の
推
進
」

二
「
地
域
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
子
ど

も
貧
困
対
策
の
推
進
」

三
「
住
民
参
加
に
よ
る
孤
立
・
孤
独
防

止
へ
の
取
り
組
み
」

四
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推

進
」

五
「
障
害
者
が
生
活
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
」

六
「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

七
「
課
題
を
抱
え
る
親
子
へ
の
相
談
支

援
活
動
の
推
進
」

八
「
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
」

九
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
に
」

十
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
支
え

る
民
児
協
機
能
の
強
化
の
た
め
に
」

　

来
年
度
、
第
八
十
四
回
は
、
富
山
県

富
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

岡
山
市
は
、
近
く
、
市
民
の
約
四
人

に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い

う
「
超
高
齢
社
会
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
高
齢
に

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
医
療
・
介
護
の
連

携
強
化
や
在
宅
医
療
・
介
護
を
広
め
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
核
拠
点
と
し
て
、
平
成
二
十
七

年
五
月
七
日
、
岡
山
市
地
域
ケ
ア
総
合
推

進
セ
ン
タ
ー
（
通
称
「
在
宅
医
療
・
介
護

ほ
っ
♡
と
安
心
相
談
室
」）
を
、
北
区
北

長
瀬
表
町
三
丁
目
に
移
転
・
開
院
す
る
新

市
民
病
院
内
に
開
設
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
は
、
次
の
三

つ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

①
総
合
相
談
（
ほ
っ
♡
と
安
心
相
談
室
）

　

�

市
民
の
方
や
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職

の
方
か
ら
、
退
院
後
の
生
活
、
在
宅
医

療
や
介
護
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

②�

在
宅
医
療
の
推
進
、
医
療
と
介
護
の

連
携
強
化�

　

�

在
宅
医
療
・
介
護
に
関
わ
る
多
職
種
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
や
在
宅
療
養
を

支
え
る
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。
ま

た
市
民
向
け
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

③�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
医
療
連

携
・
認
知
症
支
援

　

�

困
難
事
例
の
対
応
や
多
職
種
連
携
を

活
か
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
「
在
宅
医
療
・
介
護
ほ
っ
♡
と
安
心
相

談
室
」
の
愛
称
ど
お
り
、
市
民
や
関
係
者

の
方
々
に
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
安

心
し
て
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

岡
山
市
の
在
宅
医
療
・
介
護
の
さ
ら
な

る
推
進
に
向
け
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度　

 

第
八
十
三
回

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

〔電話相談〕専用相談電話　086-242-3170
〔面接相談〕相談員が直接相談をお聞きします。

　■場　　所　岡山市北区北長瀬表町三丁目20-1
　　　　　　　岡山市立岡山市民病院1階

　■相談時間　月～金　8：30～17：15
　　　　　　　　土　　8：30～17：15［電話のみ］
　　　　　　　日・祝　8：30～12：00［電話のみ］

●● 平成27年５月７日オープン ●●

岡
山
市
地
域
ケ
ア
総
合
推
進
セ
ン
タ
ー　

在
宅
医
療
・
介
護
ほ
っ
♡
と
安
心
相
談
室

　
　
　
　
　

新
市
民
病
院
内
に
オ
ー
プ
ン
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中
区
　
高
島
地
区
　
山
中
　
國
之
　

　

私
の
趣
味

は
、
尺
八
を
吹

く
こ
と
で
す
。

尺
八
は
、
真
竹

と
い
う
種
類
の

竹
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
五
つ
の

指
穴
が
開
い
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
で
三

オ
ク
タ
ー
ブ
も
の
音
域
の
音
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、

尺
八
は
日
本
の
伝
統
的
な
木
管
楽
器
の

ひ
と
つ
で
、
こ
の
独
特
な
音
色
が
人
々

の
心
を
い
や
し
て
く
れ
る
根
本
に
な
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

私
も
稽
古
を
は
じ
め
て
か
ら
音
が
出

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
ず
い
ぶ
ん

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
音
が

出
る
よ
う
に
な
り
、
仲
間
と
一
緒
に
練

習
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
時

間
が
何
よ
り
楽
し
い
も
の
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
尺
八
の
独

特
な
音
色
に
、
心
か
ら
癒
さ
れ
て
き
た

の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
古
典
に
限
ら
ず
、
童
謡

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
曲
も
心
が
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
琴
、
三
味
線
、

尺
八
に
よ
る
三
曲
合
奏
に
も
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
っ
て
か

ら
は
、
高
齢
者
の
福
祉
施
設
な
ど
で
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
入
居
者
の
方
が
演
奏
を
聴
い

て
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
だ
さ
る
の

を
見
る
と
、
尺
八
を
つ
づ
け
て
い
て
よ

か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
の
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
仕
事
も
忙

し
く
は
あ
り
ま
す
が
、
時
間
を
見
つ

け
て
は
練
習
に
励
む
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
発

散
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　

趣
味
と
し
て
つ
づ
け
て
来
た
尺
八
で

す
が
、
思
わ
ぬ
人
と
の
巡
り
あ
い
な
ど

が
あ
っ
て
、
う
れ
し
い
驚
き
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
広
が
っ
て
い
く
の
が
、
自
分
自
身

の
喜
び
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
つ
く

づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
私
は
、
尺
八
を
や
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
台
帳
」

（
以
下
、「
旧
台
帳
」）
の
作
成
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
六
年
四
月
、

改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
が
施
行
さ

れ
、新
た
に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

（
以
下
、「
新
名
簿
」）
が
作
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

参
考
に
「
旧
台
帳
」
と
「
新
名
簿
」
を
比

較
し
て
み
ま
し
た
。

○�

国
の
示
す
対
処
方
策（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

に
則
っ
た
取
り
組
み

○
作
成
主
体
／
岡
山
市

○�

対
象
者
／
高
齢
者
、
障
害
者
、
難
病

患
者
、
そ
の
他
援
護
希
望
者

○�

登
録
方
法
／
任
意
で
対
象
者
が
登
録
申

請
（
※
高
齢
者
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
個
別
訪
問
）

○�

情
報
共
有
／
市
が
各
地
区
安
全
・
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
台
帳
を
配
付

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

○�

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
法
律
上
義

務
づ
け
ら
れ
た
取
り
組
み

○
作
成
主
体
／
岡
山
市

○�

対
象
者
／
要
介
護
認
定
三
以
上
の

方
、
障
害
等
級
一
・
二
級
の
身
体
障
害

者
、
療
育
手
帳
Ａ
の
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
一
級
の
精
神
障
害
者
、
難
病
患

者
、
そ
の
他
支
援
が
必
要
な
方

○�

登
録
方
法
／
原
則
と
し
て
市
が
業
務
上

把
握
し
て
い
る
対
象
者
の
情
報
を
集
約

し
登
録

○�

情
報
共
有
／
登
録
者
の
う
ち
情
報
提
供

に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
名
簿

を
町
内
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等

に
配
付

　

大
き
な
ち
が
い
は
、「
新
名
簿
」
の
作

成
は
市
の
法
律
上
の
義
務
と
な
っ
た
こ

と
、
対
象
者
の
範
囲
が
よ
り
明
確
に
限
定

さ
れ
た
こ
と
、
市
が
対
象
者
の
登
録
手
続

き
を
直
接
行
う
こ
と
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
真
に
支
援
が

必
要
な
方
が
「
新
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
、
災

害
時
の
対
応
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
、
対
象
者
に
働
き
か
け
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正　
　
　
　

と

今
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

尺
八
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て

四
十
五
年

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
台
帳
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編

集

後

記

　

民
児
協
お
か
や
ま
第
三
十
九
号
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

表
紙
に
は
、
犬
養 

毅
（
木
堂
）
の

書
「
恕
」
に
つ
い
て
、
吉
備
地
区 

佐

藤
韶
子
会
長
か
ら
す
ば
ら
し
い
寄
稿

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
岡
山
市
民
生
委
員
・
児

童
委
員
大
会
、
全
国
民
生
委
員
・
児

童
委
員
大
会
、
各
福
祉
区
の
取
り
組

み
を
中
心
と
し
た
紙
面
づ
く
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
広
報
委
員
会
に
対
し
、
一

層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

福
島　

節
子　

記
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　「
虎
は
死
し
て
も
皮
残
す
」
と
聞
き
ま
す
が
、「
生
き
た
証
」
に

何
か
を
残
し
、
人
様
に
も
ら
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
分
が
い

た
証
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
は
じ
め
た
「
備
前
焼
」
で
し
た

が
、
忙
し
さ
に
紛
れ
、
そ
れ
で
も
数
少
な
い
作
品
を
奇
特
な
方
が

も
ら
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
手
元
に
は
数
点
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
や
っ
と
釣
れ
ま
し
た
一
匹
で
す
。

北
区
　
鹿
田
地
区�

上
平
　
智
一

魚　

拓

中
区
　
旭
竜
地
区�

八
代
　
武
利


